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講演会のお知らせ 
 

2021 年度、第 3 回講演会を下記のとおりオンラインで開催いたします。 

ふるってご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。 

記 

日  時 :  2022 年 1 月 7 日（金） 

113 時 15 分～14 時 45 分（3 時限） 
 

会  場 :  本講演会は学内限定で Zoom を使用して開催します。 

参加をご希望される場合は 2021 年 12/22（水）13：00 までに 

語学教育研究所までお問い合わせください。 
 

講演者 :  今野 弘章 先生 

    （奈良女子大学研究院人文科学系言語文化学領域 准教授） 
 

演  題 :  構文の語用論的機能による目的語の認可 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

以上 

主催：語学教育研究所 【問い合わせ先 E-mail : daitogoken@gmail.com】 

概 要： 「親の形見を何してんだ！」のような「X ヲナニスル構文」には、通常の場合と

異なり、文頭の目的語 X ヲを文法的に認可する他動詞が見当たらない。詳しく観察すると、X ヲ

の認可では、当該構文の使用場面という語用論的情報が重要な役割を果たしていることが分か

る。この点で、X ヲナニスル構文の X ヲは、動詞ではなく、構文の目的語と特徴づけられる。こ

の結果を日英語対照の文脈に置くと、次の日英差が明らかになる。周知のように、英語の結果構

文や使役移動構文と呼ばれる表現では、構文による目的語認可が可能であるが、日本語の対応表

現では不可能である。それに対し、X ヲナニスル構文と英語の対応表現では、日本語が構文によ

る目的語認可を許容する環境において英語ではそれが不可能であるという、従来のものとは反対

の状況が成立している。構文による目的語認可という「特殊」現象は、英語とは生じる文法的環

境を変えて日本語にも存在する。 
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